
（化学物質の排出量・移動量及びその対策）

化学物質の適正管理

東京工業高等専門学校

　本校には、物質工学科等において、教育研究活動で日常的に薬品が使用されています。薬品

はその取扱を間違うと大きな事故につながることがあるため、日頃から適切に管理・使用する必

要があります。

　物質工学科では、オンライン薬品管理システムにより毒物・劇物、特定化学物質等を適切に管

理している。他の学科では、教員個々が適切に管理・使用していが、今後は、オンライン薬品管

理システムによる全学的なシステムの運用を目指す必要があります。

　化学物質を管理・使用する高等教育機関である本校は、その管理・使用量の多寡にかかわら

ず、適切な管理と事故防止に努める義務があり、管理・使用の基準及び万一事故が発生したと

きの処置を明確にし、被害を最小限に抑える必要があるため、次のような取扱基準（手引き）を

早急に策定し、職員、学生に明示します。

　①化学物質等の管理及び取扱による健康障害の防止に関する要領（仮称）

　②化学薬品による事故時の対処法（仮称）

　③危険物取り扱いの手引き（仮称）

　④試薬（化学薬品）使用上の一般的注意事項（仮称）

　⑤実験廃液・廃油・不要薬品の処理に関する手引き（仮称）

　⑥特定化学物質取り扱いの手引き（仮称）

　⑦毒物・劇物取り扱いの手引き（仮称）

　⑧有機溶剤取り扱いの手引き（仮称）
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